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臨床心理学を学ぶ「その3J：発達心理学や教育心理学などの基礎知識
一認知発達とライフサイクルに注目して－
I .はじめに
臨床心理学と密接な心理学の領域には、発達
心理学（DevelopmentalPsychology）と教育心理
学（EducationalPsychology）がある。 20世紀
初めに臨床心理学という名称を初めて用いた
ウイットマー（Witmer,L.）は、大学卒業後に
歴史と英語を担当する教師をする傍ら、現代な
らば学習障害を疑う生徒の指導に苦心しながら
進路指導を行いつつ、平行して大学院にて法律
を学び直す中、途中で心理学に興味が移って専
攻を変えた経験がある。ウイットマーは、 ドイ
ツで心理学の博士号を取得して米国に帰国して
大学に職を得て、学校現場で問題行動とみなさ
れた子どもを支援するつもりで地域に聞かれた
相談機関を大学に設置している（長谷川I,
2015）。臨床心理学の繋明期には、教育現場での
発達支援の取り組みが重要な位置づけにあった。
現在も医療現場と同じくらい教育現場での実践
活動は心理専門職の活躍の機会が多い領域であ
ることは変わらない。
JI ．発達心理学と教育心理学について
発達（development）とは、受精から死に至る
までの時間経過の中での、有機体（organism)
の形態や行動が環境との相互作用を繰り返す中
で、行動と機能が分化したり統合してLぺ過程
のこと。時間軸に沿って、機能が高まる上昇的
変化だけでなく、機能が低下していく下降的変
化も含めて生涯発達 (lifespan development）と
Lミう。
発達心理学は、身体構造、運動機能、知覚、
認知、思考、言語、情動、社会性などの発達を
生物学的側面や心理社会的側面から 「原理」 「機
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能」や「遺伝と環境Jから注目したり、成長の
過程の特徴を 「発達段階」ゃ「発達課題」とし
て示したり、時に発達を疎外する「障害」や「問
題jとその 「発達のための支援」を研究領域と
してきた。
ドイツの教育学者・哲学者であるヘルバルト
(Johann Friedrich Herbart : 1776-1841）は、教
育学を体系化していく中で、「教育の目的を倫理
学に、教育の方法を心理学に求める」という立
場を取り、教育との関わりにおいて、心理学の
役割に注目した。
また米国の心理学者であるソーンダイク
(Edward L. Thorndike, 1874-1949）は、行動分
析や学習理論の研究に従事し、教育心理学を体
系化した。
教育心理学には、①教育事情を心理学的に分
析してLぺ領域と、②心理学の知見を教育場面
で適用・応用してL、く領域とがあり、発達、学習、
パーソナリティとその適応、教育評価が主な研
究領域である。近年は、生徒指導や教育相談、
不適応になった児童・生徒・学生への支援、障
害を持つ児童・生徒・学生への特別支援、そし
て生涯学習や生涯教育といった領域まで幅広く
展開している。
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発達心理学と教育心理学は、重なる点が多い
だけでなく、臨床心理学とも重複した領域を多
く認める。本論では、臨床心理学と発達心理学
ならびに教育心理学との橋渡しゃ関連に着目し
て論を展開する。
m.ピアジェの認知発達とその発達段階の理論
ピアジェ（JeanPiaget : 1896-1980）は、ス
イスで生まれ、学齢期の頃から生物学や自然科
学に没頭して 1911年にフランスやコロンピアの
軟体動物に関する一連の論文を発表して専門家
からの高い評価を得るなどして 1915年には動物
学を専攻した大学を卒業し、 21歳でアルプスに
おける軟体動物の分布を取り上げた論文で理学
の修士号を取得した。その後、ピアジェは、生
物学から認識論へと興味を拡げてその橋渡しと
なる学聞が心理学と考えて 1918年にはチュー
リッヒ大学へ入学して心理学や精神医学、数学
や倫理学や哲学といった広範な学問に没頭したc
1921年から晩年まで、ルソー研究所、発生認識
論センタ一、 ジュネープ大学、ニューシャテル
大学、ローザンヌ大学、さらにはフラ ンスの最
高峰といわれるソルボンヌ大学（ノtリ大学）と
名だたる研究所や大学に籍を置いて、主に乳幼
児期から児童期にいたるまでの認知発達や認識
論を取り上げて、発達心理学の研究に従事した。
ピアジェの用語は独特であり、シェマ・スキー マ、
シェム ・スキーム、同化、調節、操作などがピ
アジェの理論の基本用語として挙げられる
(Piajet, 1970）。
ピアジェは、シェマ・スキーマ（schema）とシェ
ム・スキーム（scheme）を区別していたこシェマ・
スキーマを聞いる場合は、知覚事象を同化する
ときに用いる図式的であり単純化されたイメ ー
ジで、思考を表現しようとする試みを指してい
る。一方、シェム ・スキームを用いる場合は、
行為において繰り返し使われて一般化しうるも
のであり、後述する感覚運動期で活動が同化さ
れる場合に使用する抽象的なものであった（感
覚運動期でシェムと呼ばれていたものが具体的
操作期になると操作と呼ばれるようになるむ
ピアジェは、認識が主体と客体の相互作用
(interaction）から生じて創造されるものであり、
主体や客体のどちらかから端を発するものでは
ないと考えていた（Piajet,1970）。さらには認識
を獲得していく過程には、主体と客体の相互作用
の中から構築（construction）して構造（structure)
化していくと考えていた。外界にある客体や対象
の認識には主体の行為 （action）によって内面に
構築され、外界にある客体相互の関係づけも主
体の行為が必要となって、 外界の構造を内界に
構築してより轍密な心理的構造へと体制化
(organization）していく と考えていたようだ。
有機体という個にとって外界の環境条件の変化
に応じて生理面や心理面の状態や行動様式を変
化させて、個が生物としての生存を維持してい
く順応（adaptation）に向けた働きには、同化
(assimilation）と調節（accomodation）がある
(Piajet. 1964, 1970) c 心理学的な意味での同化
は、事物や人物といった対象を認知的に取り込
んで内面化するこ とであり、その機能面をシェ
ム・スキー ムの保統と拡張に役立てことにより、
結果的に既に有機体が有している活動に変化が
加わることになるご同じく調節は、有機体が外
界の中に構築された事物や人物に働きかけて、
外界の影響の元で、有機体が既に有しているシェ
ム・スキームの構造を僅かに変化や修正するこ
とであり、結果的に有機体の活動を再調整しな
がら変化させていくことになる 3 同化と調節は
相補的な関係にあり別々に機能するものではな
い。有機体つまり聞の活動と思考は、相互に調
整をしあいながら存在し、外界の変化に合わせ
て再調整が求められる 3 同化と調節の関係は、
生物が外界の適応のために備えている均衡化
(equibration）あるいは自己調整（self-regulation)
していくための発達の必要条件であると考えて
いた内
ピアジェの理論（Piejet.1970）の翻訳 ・解説
を行った中垣（2007）によれば、 ピアジェの認
知発達理論の区分は、 3段階（Piejet,1970）、 4
段階（Piejet,1953）、 6段階（Piejet,1964）な
ど様々な段階が存在するという。本論文では、
一番知られているという 4段階区分を取り上げ
る。
ピアジェは、操作（oparation）に注目した 4
段階の発達医分を示している（Piajet,1953）。
表lには、その発達区分と年齢区分、特徴を示
しである。
操作とは、行為が内面化されたものであると
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しており、 14、5歳頃には獲得できるようだ。
1歳半前後までの感覚運動期（sensorymotor
period）の乳幼児は、心的な像である表象
(representation）という操作を充分に行うこと
が困難とされる時期である。
2歳前後から 6、7歳までの前操作期（pre-
operational period）になると言語の獲得ととも
に行為が内面化されてゆき、操作の芽生えが出
てくる時期としていた。象徴的な遊びゃ遅延模
倣が可能となる。ただし保存の概念は欠如して
L、る。
6、7歳から 11、12歳前後の具体的操作期
(period of concrete operetions）になると内面化
された操作が構造を有してくる時期と捉えてい
た。分類や組み合わせ，分離、配列化といった論
理的操作が可逆的な性質であるという点での理
解を可能とする。しかし操作が領域毎に分離し
ていて、完全な一般性が習得されていない。長さ、
重量、体積の順番で獲得していくため、保存の
概念は充分とはいえず、操作がまだ完全に均衡
に達していない時期である。
11、12歳以降の命題操作（propositional
operations）または形式的操作期（periodof 
formal operations）になると内面化して操作した
認知を位置づけて、さらに認識して操作すると
いうメタ認知（metacognition）が可能になって
くる時期としていた。仮説を設定して推理する
ことが出来るようになるc 操作が発達する年齢
は11、2歳から始まり、 14、5歳で均衡に達する。
均衡に達した段階で成人とは同等の認知発達の
獲得を認めるという。この段階になると仮説や
理論からの抽象的な思考を可能とし、現実の要
素の関係性を確認しようとしたり、諸関係を見
出そうとする。操作のシェマ（operational
schemata）が出現して組合せ、比率、構造の分
析といった操作の処理を可能とする。
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表 1 ピアジェの認知発達理論 （Piejet,1953) 
発達区分 該当する年齢 特徴
感覚 0歳から 心的な像である表象という操作を充
運動期 2歳まで 分に行うことが困難とされる
削操作期 2歳から 行為が内面化されてゆき、操作の芽
7歳まで 生えが出てくる。言語獲得、象徴的
な遊びゃ遅延模倣が可能c保存の概
念は欠如。
具体的 7歳から 分類や組み合わせ，分離、配列化と
操作期 1歳まで L、った論理的操作が可逆的な性質で
あるという点での理解を可能とする。
しか操作が領域毎に分離していて、
完全な一般性が習得されていない。
保存の概念は充分とはLミえないの
形式的 1、2歳か 仮説や理論から思考を可能とし、
操作期 ら14、5現実の要素の関係性を確認しよう
歳まで としたり、諸関係を見出そうとす
る。 14、5歳頃には操作を獲得で
きる。操作のシェマ ・スキーマが
出現して組合せ、比率、構造の分
析といった操作の処理を可能とす
る。
町工リクソン ・E.H.の心理・社会的発達段階
とライフサイクル
エリクソン， E. H . (Erik Homburger Erikson : 
1902-1994）は、デンマーク人の実父とユダヤ人
の実母の聞に私生児としてドイツのフランクフ
ルトで誕生し、生後三年間過ごした（Friedman,
1999）。しかし晩年まで実の父の名を知らないま
ま成長した。母親は後にユダヤ人の小児科医と
結婚しドイツのカールスルーエに移り、エリク
ソンはユダヤ人の家庭で育ったドイツ人となっ
て、母親との問ではデンマーク語を幼少時は話
していたが、次第にドイツ語を用いることを強
いられたようである。出生時の国籍はデンマー
クで母の再婚によってドイツ国籍にな った。
Hom burgerは養父の姓で、義父からは医師にな
ることを期待されていたが、ギナジウム（中等
教育機関）の在学中に 「芸術と工芸を学ぶこと」
を希望し、 1921年には居住地の芸術学校へ入学
した。1922年から 1927年の聞は、ドイツのミュ
ンへンやフランス、イタリアと家族の居住地の
あるカールスルーエの聞を遍歴して内省を深め
ていった。1927年にオーストリアのウィーンで
働いていたギナジウム時代の友人の誘いを受け
てフロイトから精神分析を受けている家族の家
庭教師をし、そこでアンナ ・フロイトとの接点
が生まれた。さらにその家庭とアンナ ・フロイ
トが強く関与する実験的な学校の教師となった。
教師をする傍ら、アンナ・フロイ卜からの教育
分析を受け、ウィーンの大学でヨーロッパの地
理や文化、心理学、 ドイツ語教育法に加えて医
学部では人間解剖学といった講義を受講したが
学位を得ないまま 1933年に大学での受講を中止
した。この時期に、後に妻となるカナダ生まれ
で舞踏を学んでいたジョアン・サーソンと知り
合った。また 1933年にエリクソンは、ウィーン
精神分析協会の正会員となり、分析家の資格を
得た。1933年5月にナチスの迫害の予感からデ
ンマークのコペンハーゲンに引っ越しその秋に
は米国に移り、その年末にはボストンに家族で
居を構えた。1939年に米国国籍を得る際に、
Eriksonという姓を名乗ることにしたc 臨床活動
と並行して、研究所の研究員、大学院生となっ
たり、著名な学者との学際的な共同研究に携わっ
たりして評判が高まり、発達心理学者としてエー
ル大学、カリフォルニア大学やハーバード大学
の教員を歴任した3
V. アイデンティティ・同一性とライフサイクル
既に述べたようにエリクソン自身が幼少時か
ら晩年まで 「自分とは誰なのか」、つまりアイデ
ンティティ・同一性（identity）を探してきたこ
とが窺える会アイデンティティ ・同一性は、他
者からどのように自己が判断され、評価された
ことを観察することと、それらの観察に基づく
他者の判断や評価が適切か否かを自己が内省し
てどの様に他者との関係性を評価するかという
ことから形成されてLぺ 。同一性は、主に個人
の生涯を通した社会との相互作用の中から形作
られていくことになる。さらには属する社会の
歴史的な価値観や文化、個人の成長の中で生ず
る意識とも大きく関連し、同一性には、自己、
自我、個人、集団、歴史、文化、宗教、職業、
民族、共同体などという範曙が設定されて、そ
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れぞれ自我同一性、集団的同一性、共同体同一
性などと呼称されて個人の存在を表す言葉であ
る（Erikson,1959, 1968）っ
エリクソンは、生物学の用語であるライフサ
イクル (lifecycle）を心理学の分野に適用した。
ライフサイクルで用いられている lifeは、英語
圏で日々の生活だけでなく人生そのものを表し、
ライフサイクルを訳すと人生周期や生活周期と
なる。エリクソンは、自我の成長や発達をライ
フサイクルと社会的文脈の関連で捉えた。人聞
を、心理的、社会的、身体的な側面を含んだ存
在であると考え、成長や発達と共に家族や人間
関係の諸側面を取り入れ、社会的・対人的な面
から発達理論を展開して、心理 ・社会的発達段
階 （stagesof psychosocial dHelopment）と呼ば
れる理論を提唱している （Erikson,1959 ; 
Erikson & Erikson, 1997) c エリクソンの理論に
は、乳児期、幼児期初期、遊戯期、学童期、青
年期、前成人期、成人期、老年期というの8つ
の発達段階があり（Erikson,1959）、晩年には9
段階目（Eriksonら， 1986,1997）に言及していた。
エリクソンら （1997）は、心理 ・社会的理論
を精神分析理論の理論全体の中での位置づけを
明確化しようとしており、 1994年にエリク ・エ
リクソンが亡くなった後、長年のパートナーで
あったジョアン・エリクソンが夫婦でともに打
ち立ててきた理論の増補を担うことで第医段階
について言及が行われ、エリクソンの理論の集
大成を行っているご本論では、第医段階までの
エリクソンの理論を紹介するご図1には、エリ
クソンによる心理・社会的発達段階と対比でき
るようにフロイトやピアジェの発達段階を一つ
の図表として示した漸成図式（epigeneticchart) 
であるc エリクソンは、漸成（epigenesis）とい
う用語を発生学から心理学へと持ち込んだ。i斬
成とは、次第に形成されていくという意味であ
り、 epigenesisの語源を遡るとギリシア語で、
epiは空間で 「上」、時間で 「前jを意味し、
genesisとは創生という意味になる？図lでは、
縦軸で発達段階の時系列を示してあり、上方向
に時間経過していく。そして、横軸で構成部位
が示され、個々の構成部位が縦方向の時間軸に
沿って発達そして分化していくことを表してい
る。太線の枠が斜め上方向に向かう対角線の下
の枠は発達の未分化な状態を示し、その太線の
枠の上部の発達段階に至っても構成部位がさら
に発達し続けることを意昧している。斜め上方
向に太線で囲つである所 （I-1からVlI-8ま
での枠内）は、各々の発達段階の分岐点となる
心理・社会的分岐点 ・心理・社会的危機
(psychosocial crisis）である。心理・社会的分岐
点では、 上部に同調傾向 （syntonictendencies) 
とその下に失調傾向 （dystonictendencies）の対
立構造を示し、それらの対立の中の根底に存在
する人間的な強み・ 基本徳性 （basicvirtue）や
心理 ・社会的な強さが枠の最下部に示しである。
これらの理論を読み解くと同調と失調のそれぞ
れの要素について有機体という個人がそれらを
統合するかそれを先送りするかという観点をエ
リクソンが有していたと考えられる。
エリクソンの心理・社会的発達理論では、発
達において全体の統一と調和という均衡 ・バラ
ンスをはかることを想定しており、各々の構成
部位が適切な時期に適切に発達をしていくこと
を仮定した見取り図であり、漸成図式の空欄を
全て埋めることは難しいとも捉えていた節があ
る。人間という有機体が社会で生活していく中
で、様々な環境内の刺激に応じて本来備わって
いた遺伝・ 生物学的な側面（遺伝説・生得説：
biological determinism or genetic determinism or 
nativism）と環境の中で新たに経験して獲得して
Lぺ側面 （環境説・経験説：empiricism）とが相
互に影響し合って発達していくこと（輔鞍
説：theoryof convergence）を表していると考え
られる。
エリクソンは、フロイトの心理・性的発達段
階と関連づけて独自の理論展開を行い、心理 ・
社会的分岐点と重要な対人関係の範囲、基本徳
性、中心病理に繋がる不協和傾向、社会秩序の
原理、統合的儀式化の様式、儀式主義などと関
連づけた （Erikson& Erikson, 1997) 
心理・社会的分岐点
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図1：工リクソン、フロイト、ピアジェの発達理論を示した漸成図式
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¥I. 9つの心理・社会的発達理論の各段階の特徴
エリクソンの心理・社会的発達理論の各段階
の特徴を説明していく (Erikson, 1959 ; Erikson 
& Erikson, 1997）。エリクソンは、各段階でのと主
き生きとした関わり合い （vitalinvokement）を
強調している（Erikson& Erikson, Kivnick, 
1986) 
I段階目 ：乳児期（theperiod of infancy）では、
基本的信頼対基本的不信（basictrust ,・s. basic 
mistrust）という対立の中から、希望（hope）が
出てくる。
自己の世話をしてくれる保議者の役割を果た
す存在との聞に 「慕本的信頼感」を確立する時
期である士その信頼感が「基盤jとなって、周
囲の人や世の中、環境、さらには自分自身への
信頼感に繋がり、それ自体が今後生きていく上
での 「土台」となり、時に 「不信」を感じなが
らも、将来に向けた 「希望」が生まれるこ
エリクソン（1959）が、この時期を 「取り入れ」
と呼称した（図 1）のは、乳児が得ることや保
護者に身のli:りの世話などをやってもらうこと
を受け取ることを示していたからである 3 「私は、
私が与えられる存在である。 I am what I am 
gi1・en.」
E段階目 ：幼児期初期（earlychildhood）には、
自律性対恥、疑惑（autonomyvs. shame, doubt) 
という対立構造の中から、意志（wil I）が芽生え
てくる 3
人は、自らの身体を自らの 「意志」で動かせ
ることを実感し（自己の気づき）、自分の 「意志」
によって自由に取捨選択できるという 「自律性」
の感覚をはぐくんでいく。内部から湧いてくる
要求と他者という外部からの要求の間でのバラ
ンスをはかることで衝動を自己統制する内的枠
組みが出来てくる。排尿・排便といったトイレッ
トトレーニングが行われる時期で、 自己でコン
トロールして出来れば 「達成感jを昧わえるが、
上手く 出来ない場合に、頼りない自分に気づい
て 「恥」じたり、 自分だけが出来ずに取り残さ
れて 「疑惑」を感じたりするコ強い衝動が自ら
を圧倒してしまうと強迫的になってしまう恐れ
もあり、衝動を意志によってどの様に統制する
かが重要になってくる c
エリクソン (1959）は、保持と子放すこと、
それらを調整することという 自律を求められて
いることを指摘している。「私はしようとしてい
る存在であるごIam what I will.J 
E段階目：遊戯期（playage）・学齢前期（preschool
age）では、自主性・主導性対罪悪感（initiative
VS. guilt）という対立構造の中から目的（purpose)
が出現してくるこ
子どもは出来ることが増えてきて取り巻く世
界を自らの足で移動して、自ら手をさしのべて
世界を自発的に知ろうとする二自主的・意欲的
に物事に取り組む（自主性 ・主導性）と共に、
什分が責任を持つという積極性の感覚が育って
くる。遊びながらずどもを取り阿む大人や物事
の役割の中の同型性を積極的に取り込もうとす
る（役割同一化）。内面化された社会的価値や道
徳観から生まれる「良心jが要請に応えられな
いときに 「罪悪感Jが生じる。「自分はどのよう
な人間になろう」という気持ち（目的）が芽牛
えてくることで解消されるき「私は私がこうなっ
ていくだろうと想像できる存在であるコIam 
what I can imagine I will be.J 
フロイトの発達理論での男根期を、幼児 性
器期という呼祢（図 1）にエリクソンら (1997)
がこだわったのは、生物学的な性差ではないと
ころに注目をしていたからであろう。
N段階目． 学童期（schoolage）になると、勤勉
性対劣等感（industryvs. inferiority）という対
立構造の中から、適格性（competence）が出て
くるc
学校に所属すると同世代だけでなく年上や年
下の子ど もに加えて、教師といった大人がいる
ことで社会の中の個を自覚するようになる。遊
? ?
?
? ?
んだり、学んだり、道具を使うことで技術を習
得したりして社会の中の規則にも適応すること
を身につけていく （勤勉性）。また知的好奇心が
内部から湧いてきたり、社会からの要請や要求
に応えようとしてその均衡を図る中での学ぶこ
とに喜びゃ自らの価値を感じることもある。し
かし、どれだけ努力しでも身につかないことで
他者と比べて 「劣等感jを感じたり、社会から
の要求を 「義務感」ゃ 「苦痛jと感じたりする
こともある。子どもが事実や現実を確認して適
格に習得すること （適格性）と役に立っている
感覚を持つ事によって心理・社会的分岐点から
脱却できる。「私は私が学ぶ存在である。Iam 
what I learn.J 
V段階目・青年期（adolescent）になると、同一
性の確立 対同一性の混乱（identityvs. 
identity confusion）という対立の中から、忠誠心
(fidelity）が芽生えてくる。「同一性の確立Jには、
①自らの起源、 ②周囲の仲間といった人間関係
の中での自らの位置づけ、 ③社会の中での自ら
の位置づけを、 「自分は誰でj「どこに向かおう
としているのか」「何が自分らしいのか（存在意
義）」と問いかけて自己を確認し、幼少期から築
いてきた多様な自己像を統合して、その総和以
上のものが形成される。同一性は、個人が属す
る社会や文化に規定されるものの、まとまりの
ある独自な構造を持ったものになる。同一性に
は、自己同一性 （self-identity）と自我同一性
(ego-identity）がある。自己同一性は、統合され
た意識的でかつ知覚している自己イメージの総
体のことである。自己がどれもみな一様である
という斉一性を保ち、自己が時間的に連続して
一貫して存在しており、それらの感覚が自己に
帰属しているという主体的実存的感覚のこと
(Erikson, 1959, 1968）。言い換えると、誕生か
ら現在まで同じ 「自分jであるという感覚を持っ
ていることである。自我同一性は、自己同一性
の意識感覚をまとめあげ維持する自律的で主体
的な自我統合および統合の機能のこと（Erikson
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1959, 1968）。言い換えると、「自分のこんなと
ころが自分らしLリ という意識である。
同一性の確立が一時的、部分的、全面的、永
続的に達成できず、 「同一性が拡散したり混乱J
した状態になると、将来への見通しが持てない
時間展望を失い、自らの役割を拒否してしまっ
て他者とも親密さを深めようとせず、適格な振
る舞いが出来なくなって自信を喪失して、何ご
とにも選択しないで決定を先送りしてLぺ恐れ
がある。元々は、支払いの返済を一定期間猶予
するという経済学の用語である「モラトリアム
（猶予期間： moratorium）」という用語をエリク
ソンは、青年期から大学在籍の時期に社会的な
責任や義務を持つ事に対する延期が許されると
L寸意昧で用いて心理学に取り入れた。
1959年の刊行では 「同一性の拡散（identity
diffusion）」という用語を使用してきたが、同一
性の混乱（identityconfusion）に置き換えたこ
とを述べている（Erikson,1968）。その理由とし
て、混乱が主観的側面と客観的側面を表してい
るからであるという。
「忠誠」は、幼少時から学齢期において親のよ
うに機能する人（教師を含む）や成人期におけ
る上司、指導者に対して向けられる「信頼」ゃ
高齢期になって持ちやすくなる人類を越えた存
在や現象に対する畏敬の念の根底に備わる 「信
仰」との聞をつなぐものである。青年期は丁度
その橋渡しをする時期なので 「忠誠」を有する
ことで次の発達段階への移行を促す。
エリクソン（1959,1968）は、青年期におけ
る構成部位の分化したものを示し （図1）、他の
発達段階の構成部位とも体系的に関連している
一部を示したものである。
羽段階目：前成人期（youngadulthood）には、
親密性対孤立（intimacyvs. isolation）という
対立構造の中から、愛 (love）という基本的強
さが出現する。
「同一性が確立」されていることが前提となっ
て、他者の人格を尊重することにより他者との
「親密性」 が達成される。また異性 ・パートナー
との親密な交際が深まったりしていく中で配偶
者 ・パー トナーを 「選択」し「決定」して＼ lく。
さらに職業や仕事を「選択JしてLぺz一方、「親
密性」を達成できない場合に、人間関係から 「孤
立jし、「孤独（alone）」を感じて「疎外感jを
持つ事になる。他者や外界に対する 「愛」を持
つことによって心理・社会的分岐点から脱却で
きる。
四段階目 ：成人期（adulthood）には、世代継承
性対自己耽溺と停滞（generati1・ity1・s目 self-
absorption and stagnation）の対立の中から、世
話（care）という基本徳性が出現するc
「世代継承性jは、子孫を 「産み育てること
(procreativity) J、物事を 「生産すること（producti＼吋）J、
何かを新しく作り出すという 「創造すること
(creativity）」とを 「持続的」に行おうとすること
である。発達段階の中で30年近くもの長い年月
がこの段階に相当する。また子どもだけでなく、
後輩や若手といった次世代を導き 円｜き継ぐ」
こと（ライフサイクルの交差）や自己の新しい
側面を 「開発すること」ゃ新しい活動に「参画
することJも含まれる。
世代継承性に、失敗すると、対人関係が貧困
化し、生産的 ・創造的活動の 「停滞Jが生じて、
自己像を追い求めようと夢中になって 「耽溺」
に陥って退行してしまうことになる。心理・社
会的分岐点からの脱却には、自己や他者、周り
を 「世話」することが必要となってくるc
四段階目 ．高齢期 （elderlyage）には、統合性
対絶望（integrityvs. despair）の対立の中から
叡智（wisdom）が生まれる。人生の終着点を自
覚する時期であり、死を覚悟してくる。これま
での人生の歩みを肯定するだけでなく、否定的
な側面といった両面を「受容」していこうとする。
自らよりも若年層の子ども世代や孫世代や地域
や場合によっては国を越えた人類への「関心」
を強く持とうとする。一方で、やり遂げられな
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かった「後悔jとそれに伴う「自己嫌悪」ゃ「侮
蔑」、そして「絶望感」を感じて「死ぬに死ねないj
感じを持つ事になる。またエリクソンら（1997)
は、第一列の構成要素である希望の最後の形態
が 「信仰（faith)Jであろうとしていた（図 1）。
これらを 「統合jして、また一貫してきた自己
を 「受容」しようとして、「全体性」を認めよう
とする中から「叡智Jという生きることそのも
のに向かう「関心」が出てくる。
エリクソンら (1986）は、1930年前後からパー
クレーのカリフォルニア大学が中心となって集
めた大規模な長期研究の成果を高齢期を主題と
してまとめ、最終章で医段階自について追加の
必要性を言及していたc
lX段階目．超高齢期 （transcendencestage of 
elderly age）には、 Iから＼1までの失調要素対
Iから＼1までの同調要素の対立構造の中から、
老年的超越性（gerotranscendence）が出現して
くるc
エリクソンは、各発達段階における暦年齢に
ついて特定し具体的な記述することを意図せず
社会の中でのおおよその年齢を想定していた。
しかしエリクソンたちが80歳後半から 90歳に
なって老年期においては新たな理解をしたこと
から本段階が設けられたτ
Iから＼1までの段階は、先に同調要素が示さ
れ、後で失調要素が示されてきたc エリクソン
らは年齢を重ねて日々の生活を見つめてみると、
失調要素が優位になるという事実を受け寄れざ
るを得なくなったと記している。
生まれた頃からの 「基本的信頼感、」が常に根
底にあって、高齢期になって多くの喪失体験を
重ねても、生きる意欲や 「希望Jそして願望を
備えている中で、遭遇する失調要素を甘受する
ことで 「老年的超越性」に向かう ことを可能に
するこ
x.正統的周辺参加
レイヴとウェンガー (1991）は、 ／＇ブロフが
提唱した古典的条件づけとスキナーが提唱した
オペラント条件づけという心理学で取り上げて
きた学習とは異なり、状況や現場で学習する形
態の存在を確認するために、 ①産婆、 ②仕立屋、
③操舵手、 ④肉屋、 ⑤断酒中のアルコール依存
者を取り上げて、正統的周辺参加 (legitimate
peripheral participation）という学習形態を提唱
した。正統的周辺参加は、 主に学校という状況・
現場で知識を内化する過程の学習ではない。
正統的周辺参加は、熟練者が実践活動を行っ
ている実践共同体（communityof practice）に初
心者が参加する形で始まり、初心者が、限定的
な参加形態から十全的参加（fullparticipation) 
する過程の中で業務を遂行する技能を獲得して
いく ことを指す。正統的周辺参加の過程を経て、
初心者の同一性が成長と変容していき、物事の
捉え方と振る舞いが変わってLぺ 。実践共同体
には、 潜在的な 「カリキュラムjが存在し、共
同体別の構造や特質によって初心者の学習経験
が変わるため、熟練者による訓練や教授行為は、
学習構造の一部に過ぎない。初心者には、所属
する共同体の中で技能を獲得していくために行
動を体系的に組織化する必要がある。初心者は、
実践共同体に参加が保証されることで「存在」
が認められ、 実践の現場での広い接点を持ち、
その中で共同体の構造を理解して、情報と資源
を活用して、参加の度合いが深まり、初心者の
見識と技能が深まっていくことが重要になる。
x I.臨床心理学との関連での指摘
まとめに代えて一
本論で紹介した、 2つの発達段階については、
心理アセスメントの枠組み（長谷川， 2016）に
活用できる知見である。本論では、ピアジェと
エリクソンの理論を中心に解説してきた。ピア
ジェが用いたスキーマについては、認知行動療
法でも 「スキーマ療法」として「スキーマ」が
用いられているが厳密には意昧が異なり、ピア
ジェの 「スキームJに近い意昧であると考えら
れる。心理療法・カウンセリングのアプローチ・
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モデルにおいては、心理専門職が心理実践の中
で出会うクライヱントや文献などの知見を「同
化」して取り込みつつも、新たなクライエント
との出会いや同一クライエントでも次の面接の
機会を持った場合や文献での新たな知見に触れ
る度に専門職の中に内在化されている心理療法・
カウンセリングのアプローチ・モデルを常に「調
節」していく必要が出てくるとも言えよう。専
門職の中で「調節」が無ければ、その心理療法・
カウンセリングのアプローチ・モデルは、不変
の真理や真実であるかのように取り扱われ、教
典と化してしまう恐れがある。
エリクソンの理論と臨床心理学との関連では、
幼児がうつぶせ姿勢から直立に至る姿勢の変化
が認識の変化とその解釈をしている点について
は、臨床動作法（成瀬， 1995）のタテ系との関
連で現象の理解を深められる可能性がある。ま
たエリクソンの考えに触発されて考案された高
齢者向けの心理療法として知られている回想法
(Butler, 1963）は、回想（reminiscence）やライ
フレビュー Oifereview）を用いて高齢者の統合
を促進する機会を提供しようとすることにも影
響を与えている（野村・黒川， 1992）。
本論で紹介した正統的周辺参加については、
公認心理師や臨床心理士を目指す学生が心理実
習や心理実践実習、臨床心理基礎実習や臨床心
理実習という科目の中で現場に出向いたおりに
遭遇する学習の過程を説明していると考えられ
た。
本論では、 主に教育現場で遭遇する機会のあ
る状態や症状（＼ミじめ、不登校、発達障害など）
について解説が出来ていない。なお医療現場で
主に遭遇する機会の多い状態や症状については
長谷川（2017）にまとめである。どこかで教育
現場のことはまとめるつもりである。
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